
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 【成　果】　　○　個人制作，共同制作という学習過程を構成することを通して，既習内容の「色の感情効果」と新出の　　 「形の感情効果」の両方を学習内容として習得・活用する学習が成立した。  ○　どの生徒も、新聞記事から自分の興味ある内容を抜き出し，画面構成に活かすことができていた。　○　新聞記事を学習に用いることは，生徒の学習への意欲を高めたり，学習に必然性をもたせることに有効　　である。　【課　題】  ●　記事内容に造形的な関心を抱かせるために，内容と造形要素とを結びつける手だてを更に講じる必要が　　ある。　●　記事自体は既に加工されたものであるため，その意味性や，情報の取捨選択に関する指導など，メディ　　アリテラシーに関する指導は別に行う必要がある。
	TextField2: ・　作品が四角ではなくてもよいことに新鮮さがあった。・　個人制作のあとの作品交流では，同じ記事から発想しても，自分とは違う他者のいろいろな表現の仕方に　刺激を受けていた。・　共同制作は，日頃あまりしていないためとても楽しかった，という感想が多かった。仲間からいろいろな　アドバイスをもらいながらよりよい作品になったと感じている生徒が９割。
	TextField2: 　まず，基本となる学習内容を習得させるため，色彩の感情効果についての既習の学習内容の確認を行う。具体的には，同じ形で違う色同士の学習モデルを対比させ，感じ方の違いを問う。すると生徒は，既習の知識を基に色によって受ける印象が変わることを認識する。  次に，同じ色で違う形の学習モデルを提示し，受ける印象について問う。すると生徒は，形から受ける心理効果について気付く。こうすることで，既習の色彩の感情効果の学習が「形」に応用され，生徒は本題材に必要な新しい学習内容を身に付けることができる。（0.5ｈ）  色と形で感情が表現できることを確認した上で，新聞記事を基に小作品を個別に制作する活動を組織し，スモールステップで学習内容の習得を促す。（1.5ｈ）  具体的には，容易に読むことができるトピック的な記事を提示し，「記事から受ける色のイメージ」を問う。そうすることで，生徒は記事の内容から受けたイメージと造形要素とを結びつけることができる。そして，記事から気になったキーワードを抜き書きし，キャッチコピーを付けて吹き出しにする指示を行う。このとき，授業者制作の作品モデルを提示し，四角い画面の中に吹き出しを納めて配置した作例と，画面からはみ出して構成した作例とを対比する鑑賞活動を行う。このことにより，制作に見通しをもたせるとともに，画面は四角いものという，生徒が絵画や平面構成にもっている既成の概念を崩し，多様な表現の仕方に気付きを促す。また，制作の途中に，随時，仲間と記事の見え方や伝わり方，吹き出しの色や形などについて交流する活動を組み込んでいく。　その後，「同一テーマで相反する立場の主張が盛り込まれた記事」を用いて，生徒自身が内容を対比しながら記事を読む活動を設定する。事件性の強い記事ではなくトピック性のある記事を用いる。具体的には，記事の中から双方の主張における共通点や相違点を取り出してワークシートにまとめたり，自分なりにキャッチコピーをつけたりする活動を行う。　そして，小グループで，さまざまな色や形の吹き出しに，記事内容やキャッチコピーを当てはめ画面に構成していく制作を行うよう指示する。また、制作段階での試行に当たっては，吹き出しが画面からはみ出したり，重なりあったりした構成をした作品を意図的に紹介し，既成の四角い画面にとらわれない画面構成を模索することを推奨する。この共同での制作を通して，小作品の制作を通して習得した学習内容や基礎的技能の活用を促していく。（2.5ｈ）  さらに，題材の終末場面では，自分のグループの作品を示し，表現意図とともに互いにプレゼンテーションする鑑賞の活動を行い，伝達することについての理解を深める。（0.5）
	TextField2: 全５時間（本時４／５）本題材では，新聞記事を用いることで，比較的短時間で，デザインにおける伝達の機能性の理解を深めることと，画面構成の基礎的技能の向上を図ることを意図している。まず，個別に行う小作品の制作を通して基礎的技能の習得を図る。その後，小グループで共同での制作を行うことを通して，習得した基礎的技能の発揮を促し，その定着を図ったり活用を促したりする。
	TextField2: ○　習得した色や形の感情効果の知識を活用して表現意図に合う「吹き出し」を考えたり，気付いたことを仲　間に伝えたりすることができる。                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】【発想・構想】○　伝えたい内容にふさわしい画面構成を追求しながら制作をすることができる。                                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【創造的な技能】
	TextField2: ○　共同で制作する活動を通して，吹き出しの形やキャッチコピーを選択しながら発想し，グループで画面構　成を追求することができる。○　画面構成を練り上げていく活動を通して，自分が伝えたい内容を互いに伝え合いながら表現の仕方を選　　択していくことができる。
	TextField2: ザ・対決！～新聞記事を伝えるポスターを作ろう～（中学２年デザイン）　
	TextField2: 　美術・デザイン・35人
	TextField2: 　中学2年生
	TextField2: 　渡邉敏尚
	TextField2: 　新潟市立東新潟中学校
	TextField1: 中学校美術科における新聞記事活用の実践事例



